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研究成果の概要（和文）：EPRポータブル装置の実用化に向けた装置の試験運用とランティアからの計測の評価
および検出限界の解析を行った。福島県内でボランティア34名から計測を実施した。計測結果は、信号強度/PDT
標準信号比で、0.087±0.051（相対値）であり、高線量被ばくを示唆する信号は確認されなかった。歯エナメル
質内EPRラジカル信号からの被ばく線量検出感度は、1Gy曝露で感度77.0%、特異性 78.0%、2Gy曝露で、感度99.9
%、特異性 99.8%である。トリアージとして、高線量被ばく（＞2Gyから4Gy）の抽出は十分可能であると考えら
れた。研究を通して同装置のトリアージ応用の現場での有用性を確認した。

研究成果の概要（英文）：We conducted experiments regarding to the equipment for practical usage of 
EPR portable spectrometer, and also evaluated measurements with volunteers, and analyzed the 
detection limit of this device. 34 volunteers in Fukushima prefecture participated the practical 
measurements. As the results, ratio of EPR signal intensity versus standard signal intensity with 
PDT was 0.087±0.051. The intensity of the signals that were obtained were not significantly above 
those seen in volunteers. The detection limits for radiation exposures are calculated. The 
sensitivities are 77.0%, 99.9% and specificities are 78.0%, 99.8% with 1Gy, 2Gy exposures 
respectively under ex-vivo condition. We demonstrated that it is feasible to transport the dosimeter
 to the site and make valid measurements as a triage purposes with high dose (>2-4Gy).

研究分野： 口腔外科学

キーワード： ポータブルEPR 　歯エナメル質　福島　被ばく線量測定　生体計測
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島県伊達市霊山町の某保育所の遊戯室でボ
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で頭部を固定。バイト
プレートは上唇を挙上
する構造になってい
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mM in D2O ）との比
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0.5msec、
）で、一

は平均 

0.087±0.051 

1Gy and 2Gy)  
Monte 

Crystal ball ORACLE® , R)にて

78.0% 
99.8% 

撤式のシステムを使い、現場にて、
信号の計

バイトプレートを咬ん
で頭部を固定。バイト
プレートは上唇を挙上
する構造になってい
る。バイトプレートは
滅菌され測定ごとに交
換。信号は中切歯にル
ープをあて測定。 



２）高線量を疑う高信号の被験者はいなかっ
た。 
３） 
に対して不安を感じている地域住民への、心
理的安心を与えることできた。
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今後の課題
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